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丸子修学館高等学校が「さくら功労者」を受賞
　丸子修学館高等学校が長年行ってきた義仲桜の苗木の育成、植栽の取組みに功績があっ
たとして、㈶日本さくらの会から3月24日に平成22年度「さくら功労者」として表彰され
ました。（写真：木曽町日義地区に植栽した義仲桜と生徒達）

丸子の
原風景

腰越諏訪神社御柱祭御練り
御柱祭にあわせて、御柱の里曳きの後をお練りの行例が続きま
す。上田市指定文化財になっています。

みんな発展途上展
　丸子公民館カルチャー教室の作品を展示・発表する
「みんな発展途上展」（3/12～14）が開かれました。3月
13日の「お手玉遊び教室」の発表と体験では、お手玉を
使い曲に合わせて踊ったり、お手玉遊びを楽しみました。

御柱祭情報

げんき丸子

地域づくり

丸子地域自治センター  地域振興課
〒386-0492  上田市上丸子 1612　電話 42-1011　有線 24510　FAX43-3666
E-mail▶mtiiki@city.ueda.nagano.jp

★丸子公園～依田川桜堤防（上丸子）
　4月中旬から下旬

★岩谷堂の桜ライトアップ（御嶽堂）
　4月中旬から下旬

★独鈷山千本桜・桜祭り（平井）
　4月中旬

 1日 天下山マレットゴルフ場オープン
 5日 上田城千本桜まつり（～4/25）
 10日 上田城 城灯りの景
 15日 第1回丸子地域協議会
 17日 上田真田まつり（上田市街地）
 18日 安良居神社春祭（上丸子）
      18日～ 依田川こいのぼり
      18日まで 信州国際音楽村すいせん祭り2010
 20日 音楽村ハーモニー文化祭展示（～4/24）
 24日 音楽村ハーモニー文化祭2010コンサート
 25日 鹿教湯文殊堂春祭り（鹿教湯温泉）
 25日 美ヶ原高原開山祭
 29日 鳥羽堂観音春祭り（腰越向井）
 5日 うえだこどもまつり（上田城跡公園）
 13日 丸子女性団体連絡協議会講演会
  ※誰でも参加可(丸子地域自治センター)
 15日 矢野顕子出前コンサート2010 in 上田
  (セレスホール)

 5日 信州ルネッサンス2010（信州国際音楽村）
 中旬 狐塚ほたる祭り（～7月上旬）
 下旬 信州国際音楽村ラベンター祭り(～7月中旬)

丸子地域行事イベント予定（4月～6月）

地域の話題・お知らせコーナー

地域づくりに関する
提案をお寄せください。

地域の素晴らしい風景（残したい風景）
や話題の写真をお寄せください。

第3回上田市花と緑のまちづくりコンクール 団体50㎡以上の部[奨励賞] 丸子山野草クラブ(腰越)

 2月 4日 依田窪勤労者部落解放学校第１講座
  17日 丸子女性団体連絡協議会学習会
  18日 川について考えよう市民会議
  18日 みんなの人権セミナー第2講座
  26日 第11回丸子地域協議会
  26日 上田市連合婦人会出前講座「上田市の財政状況」
  26日まで 「川の絵・川の写真展」
  27日 シリーズ文化講演会：講談師・神田紅さん
 3月 4日 講演会｢子どもの急な病気けが困ったときの対処法｣
  10日 みんなの人権セミナー第3講座
  12日 わがまち魅力アップ応援事業・平成22年度事業プレゼンテーション選考
   第12回丸子地域協議会
  12日 みんな発展途上展（～14日）
  13日 丸子農産物直売加工センターあさつゆ改装オープン
  19日 わがまち魅力アップ応援事業・平成21年度実績報告会
   第13回丸子地域協議会
  20日 平成22年度丸子体育協会総会
  21日 丸子太鼓保存会発足40周年記念式典

丸
子
地
域
・
で
き
ご
と
短
信
（
2
月
〜
3
月
）

  4月 4日㈰　深山諏訪神社御柱祭　 　（丸子：腰越深山組地区）
　　11日㈰　岡森諏訪神社御柱大祭　 （丸子：腰越向井組地区）
　　11日㈰　子壇嶺神社御柱大祭　　 （武石：小沢根・余里・藪合地区）
　　11日㈰　堀川神社御柱大祭　　　 （上田：上堀・下堀地区）
　　17日㈯　生島足島神社御柱本祭（～19日） （上田：下之郷地区）
　　18日㈰　堤村諏訪大明神御柱祭　 （真田：傍陽中組堤地区）
　　25日㈰　一本木諏訪神社御柱大祭 （丸子：腰越町組地区）
　　29日㈭　大谷諏訪神社御柱本祭　 （上田：別所温泉地区）

７年に一度の
御柱大祭をぜひ
ご覧ください。

丸子地域
の名所桜

「あさつゆ」が改装オープン
　丸子農産物直売加工センター
「あさつゆ」が改装工事を終え、
売場面積が1.5倍の約300㎡とな
り、装いも新たに3月13日にオー
プンしました。

4月

5月

6月

丸
子

平成22年/2010.４.１発行　第14号

1ページ ……丸子地域・できごと短信　
2・3ページ…水辺だより「川について考えよう市民会議」開催
4・5ページ…わがまち魅力アップ応援事業・地域で活躍する皆さん
6・7ページ…丸子地域協議会報告・丸子公民館だより
8ページ ……お知らせ・イベント情報

地域自治センターだより
発行●丸子地域自治センター 〒386-0492 上田市上丸子1612番地

　　　電話42-3100  FAX43-3666  E-mail mtiiki@city.ueda.nagano.jp

印刷●㈲大和印刷

丸子 平成22年/2010.４.１発行
地域自治センターだより  第14号

上田市はISO14001を導入し環境配慮活動を推進しています。　お財布にも環境にもやさしいエコ製品を選んで買いましょう。
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２
月
18
日
、
川
に
関
す
る
各
種
団
体
、
自
治
会
長
ほ
か
70
人
が

参
加
し
、
依
田
川
・
内
村
川
・
千
曲
川
流
域
の
自
然
環
境
の
保
全

と
人
々
が
共
生
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
依
田
川
リ

バ
ー
フ
ロ
ン
ト
市
民
協
働
事
業
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
「
川
に
つ

い
て
考
え
よ
う
市
民
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
会
議
で
は
、
会
議
開
催
の
概
要
説
明
か
ら
始
ま
り
、
川
の

絵
・
川
の
写
真
応
募
者
へ
の
記
念
品
贈
呈
、
シ
ナ
ノ
ケ
ン
シ
株
式

会
社
に
よ
る
ア
レ
チ
ウ
リ
駆
除
の
事
例
発
表
、
川
に
関
す
る
団
体

の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
を
総
括
し
て
、
よ
り
良
好
な
水
辺
環
境
を
次
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
、
依
田
川
、
内
村
川
、
千
曲
川
流
域
を
持
つ
丸
子
地
域
を

挙
げ
て
取
組
む
課
題
と
し
て
、
成
澤
啓
輔
委
員
長
か
ら
ア
ピ
ー
ル

文
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
参
加
者
の
総
意
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

丸 子 公 民 館 だ よ り

　

今
年
24
回
目
を
迎
え
た
「
み
ん
な

の
人
権
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
全
体
と
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
経
験
に
基
づ
い

た
心
を
熱
く
す
る
講
演
が
好
評
で
、

「
も
っ
と
多
く
の
人
に
聞
い
て
欲
し

い
」
と
い
う
言
葉
を
多
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

参
加
者
も
当
初
見
込
み
を
大
幅
に

上
回
る
（
３
回
で
4
0
0
人
）
参
加

を
い
た
だ
き
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
人

権
意
識
の
高
さ
が
表
れ
た
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
企
業
の

組
合
員
の
皆
さ
ん
で
構
成
し
て
い
る

依
田
窪
勤
労
者
部
落
解
放
学
校
も
並

行
し
て
開
催
さ
れ
、
歌
を
交
え
た
反

戦
・
平
和
を
考
え
る
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
詩
歌
祭
は
、
短
歌
1
9
8
首
、
俳
句
3
5
0

句
、
川
柳
2
4
6
句
、
現
代
詩
24
篇
、
総
数
8
1
8
作

品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

入
選
作
品
の
展
示
に

は
、
普
段
か
ら
詩
歌
の

勉
強
を
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ん
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
人
に
ご
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
に
は
、
表

彰
式
及
び
作
品
研
究
会

を
行
い
、
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
、
た
い
へ
ん

熱
心
に
勉
強
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

丸
子
詩
歌
祭
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
中
央
公
民
館
主

催
の
「
短
詩
型
文
学
祭
」
に
統
合
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
が
、
今
ま
で
以
上
に
皆
様
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

素
晴
ら
し
い

　

  

お
話
に
感
動

「第47回 丸子詩歌祭」開催

み
ん
な
の
人
権
セ
ミ
ナ
ー

依
田
窪
勤
労
者
部
落
解
放
学
校

老いても社会と関わる事の大切さ／1月27日

人権侵害をさせない国づくりを／3月10日 共に支えあう事の大切さ／2月18日 戦争の悲惨さと平和の大切さ／2月4日
（解放学校）

丸子公民館が移転します
　丸子文化会館内にある丸子公民館が下記場所に移転します。
　
● 移転日 ４月５日（月曜日）から通常業務開始します。
● 移転先 上丸子1592-2（旧丸子文化センター）
 電話42-3147／有線24722／FAX42-0303
 （住所とファックス番号が変更となります）
移転後の施設使用申込みは、5月6日（木曜日）から
受付を開始します。詳しくは、丸子公民館までお願いします。

　平成19年11月に丸子地域協議会から、地域特性を活かし川に焦点をあて依田川・
内村川・千曲川流域全体の水辺や里山など地域全体の自然環境と人々が共生できる
地域づくりを目指す「依田川リバーフロント市民協働事業」が提案されました。平
成21年度に実行委員会を組織し、第一次上田市総合計画の地域まちづくり方針の
「自然環境の保全と人々が共生できる地域づくり」に取り組んでいます。

「
川
に
つ
い
て
考
え
よ
う
市
民
会
議
」開
催

依田川リバーフロント
市民協働事業とは……

依田川リバーフロント市民協働事業
実行委員会委員長  成澤啓輔さん

水辺だより

丸子中学校丸子総合
体育館
●

丸子公園●

丸子ふれあい
ステーション

●
消防署●

　丸子地域
●自治センター

丸子解放
センター●

●丸子文化会館

内
村
橋

丸
子
橋

丸子公民館
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丸
子
地
域
協
議
会
は
、
丸
子
地
域
の
重
要
事
項
を
話
し
合
い
、
市
に
対
し
て

意
見
を
述
べ
た
り
、
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
調
査
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。
話
し
合
わ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

浅倉　寛義（腰　越）・生田　淳一（鹿教湯）・大森　益子（上長瀬）
木下　良子（下長瀬）・倉沢　史子（中丸子）・甲田　　孝（中丸子）
笹沢　　暁（海　戸）・滝沢　俊之（茂　沢）・滝沢　　浩（平　井）
武井　純雄（沢　田）・竹花　勝美（石　井）・土屋　猶子（海　戸）
成澤　啓輔（中丸子）・成澤みつ子（町　組）・本間　陽子（中丸子）
宮坂　静雄（町　組）・村松　正孝（権　現）・柳原　幸生（下和子）

一年間ありがとうございました。

［会　長］片桐　久（海　戸）・［副会長］笹井壽美枝（八日町）

【平成21年度活動された丸子地域協議会委員の皆さん】

●
第
11
回
（
２
月
26
日
）

・
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
・
現
地

調
査
（
７
か
所
）

・「
丸
子
地
域
の
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ

い
て
」
の
意
見
書
に
対
す
る
市
の
回
答
案

の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
説
明
。

・
製
造
業
の
振
興
を
狙
っ
た
先
進
地
と
の

人
・
モ
ノ
・
情
報
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
事
業

の
実
施
に
つ
い
て
協
議
。

・
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
・
平
成

22
年
度
応
募
状
況
、
選
考
協
議
に
つ
い
て

説
明
。

●
第
12
回
（
３
月
12
日
）

・
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
・
平
成

22
年
度
応
募
４
事
業
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
説
明
。

・ 

採
択
事
業
に
つ
い
て
選
考
協
議
。

●
第
13
回
（
３
月
19
日
）

・
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
・
平
成

21
年
度
18
事
業
実
績
報
告
。

　

各
団
体
に
よ
る
１
年
間
の
熱
心
な
活
動
の
報

告
と
、団
体
間
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

（
各
事
業
の
内
容
は
、
２
〜
３
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
し
た
）

平
成
21
年
度 

丸
子
地
域
協
議
会
報
告

協議会は
どなたでも傍聴できます。
お出かけください。
会議記録はホームページに公表しています。
上田市役所ホームページ
http://www.city .ueda.nagano. jp/
hp/index.html
問地域振興課（電話42-1011／有線24510）

　

丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
に
川
の
絵
、川
の

写
真
を
展
示
、大
勢
の
皆
さ
ん
が
鑑
賞
に
訪
れ

ま
し
た
。

　

市
民
会
議
で
は
、

応
募
者
の
う
ち
、当
日

出
席
し
た
小
学
生・中

学
生
ら
７
名
に
、成
澤

委
員
長
か
ら
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

川
に
関
す
る
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ナ
ノ
ケ
ン
シ
㈱
で
は
、
平
成
16
年
か
ら
６
年
に
渡
っ
て
、
抜
き
取

り
作
業
を
中
心
に
年
３
回
ア
レ
チ
ウ
リ
駆
除
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
地
道
な
活
動
及
び
収
集
し
た
デ
ー
タ
等
か
ら
、「
組
織
だ
っ
た
活

動
」、「
駆
除
方
法
の
検
討
」
な
ど
、
ア
レ
チ
ウ
リ
駆
除
に
つ
い
て
の
問

題
提
起
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
頃
か
ら
流
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
川

に
関
す
る
清
掃
や
整
備
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
実
施
な
ど
の
取
組
み
の
紹
介

や
、
課
題
に
つ
い
て
も
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

川
の
絵・川
の
写
真
展
に

　
　
　
　

49
点
の
作
品
を
展
示

　

「
水
辺
だ
よ
り
」
に
掲
載
致
し
ま
す
。
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

  

事
務
局
﹇
実
行
委
員
会
事
務
局…

丸
子
地
域
振
興
課
﹈

●前文
　丸子地域を流れる千曲川、依田川、内村川は近年の下水道整備や
市民意識の向上により清らかな流れを取り戻しつつあります。加え
て河川施設の整備や堤防を利用したウオーキング愛好者や川釣ファ
ンの増加もあり、これらの水系の水辺環境は、より身近なものとし
て人々をひきつけています。
　しかし、水質が改善される一方、関係者の果敢な取り組みにもか
かわらず堤防や河川敷のアレチウリをはじめ雑草木はいたるところ
で繁茂し、またその茂みには不法に投棄されたごみが覆い隠されて
いるのも現実であります。
　本日、ここに川について考えよう市民会議が開催されたことを契
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3. 水辺環境を欠くことのできないふるさとの景観として、また観
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﹇
シ
ナ
ノ
ケ
ン
シ
㈱
・
中
矢
浩
司
さ
ん
﹈

各
団
体
の
意
見
交
換

ア
レ
チ
ウ
リ
駆
除
に
関
す
る
事
例
発
表

川について考えよう市民会議２０１０年アピール

平成 22 年 2 月 18 日
川について考えよう市民会議

地域協議会委員による現地調査

わがまち魅力アップ応援事業・
平成22年度事業のプレゼンテーション

わがまち魅力アップ応援事業・
平成21年度事業実績報告会（丸子地域)
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平成21年度地域で活躍する皆さん
わ が ま ち 応 援 事 業魅 力ア ッ プ中

丸
子
依
田
川
右
岸
堤
防
周
辺
地

域
の
環
境
整
備
、ア
レ
チ
ウ
リ
等
の

除
去
、植
栽
し
た
バ
ラ
の
管
理
。

丸
子
バ
ラ
を
育
て
る

丸
子
バ
ラ
の
会

義
仲
ゆ
か
り
の
案
内
看
板
の
設

置
、
の
ぼ
り
、
マ
ッ
プ
作
成
。

木
曽
義
仲
ゆ
か
り

史
跡
整
備木

曽
義
仲
信
州
丸
子
会

長
瀬
、
塩
川
地
区
の
境
に
位
置
す

る
「
一
本
木
塚
」
周
辺
の
公
園
整

備
、
木
製
ベ
ン
チ
製
作
設
置
。

一
本
木
公
園
整
備

一
本
木
公
園
を
つ
く
る
会

中
丸
子
地
籍
か
ら
箱
畳
池
方
面
に

通
じ
る
山
道
沿
い
、
桜
・
花
木
の

植
栽
、
あ
ず
ま
屋
設
置
。

箱
山
城
・桜
ロ
ー
ド
整
備

箱
山
城
・
桜
ロ
ー
ド
の
会

中
丸
子
の
塩
川
用
水
の
水
路
内
及

び
周
辺
の
整
備
。

ほ
た
る
飛
び

自
然
豊
か
な
里
山
造
り

中
丸
子
ほ
た
る
の
里
の
会

パ
パ
マ
マ
フ
ェ
ス
タ
in 

う
え
だ
の

企
画
・
開
催
。

お
産
と
子
育
て
に

や
さ
し
い
街「
う
え
だ
」

お
産
を
考
え
る
会 

は
ぐ 

H
U
G

毎
月
１
回
「
お
話
し
や
し
ょ
」
の

開
催
ほ
か
。

か
あ
ち
ゃ
ん
達
が
伝
え
る

お
ら
が
村（
内
村
）の
幸
せ

内
村
っ
娘
の
会

か
か
し
づ
く
り
の
講
習
会
、
か
か

し
の
展
示
、
か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト

の
実
施
。

か
か
し
祭
り
の
企
画
・運
営

丸
子
地
域
を
活
性
化
す
る
会

独
鈷
山
麓
に
11
年
前
か
ら
植
え
て

い
る
約
千
五
百
本
の
桜
の
桜
祭
り

の
開
催
。

千
本
桜
地
域
お
こ
し

独
鈷
山
千
本
桜
の
会

飯
沼
の
歴
史
等
講
習
会
の
開
催
、

古
文
書
調
査
。

郷
蔵
や
古
文
書
群
を

後
世
に
伝
え
る

上
田
飯
沼
史
学
会

地
域
を
一
望
で
き
る
里
山
道
路

（
遊
歩
道
）の
整
備
、
花
木
植
栽
。

ふ
る
さ
と
景
観
づ
く
り
と

健
康
の
里 

和
子

和
子
自
治
会

し
だ
れ
花
桃
の
植
栽
、
花
苗
の
植

栽
、
草
刈
と
ご
み
拾
い
。

辰
ノ
口
バ
イ
パ
ス

道
路
景
観
整
備

辰
ノ
口
自
治
会
協
議
会

枝
垂
れ
栗
・
榎
の
育
成
（
接
木
・

さ
し
木
等
）
と
保
存
。

天
然
記
念
物 

枝
垂
れ
栗
・

榎
の
育
成
と
保
存平

井
自
治
会

長
瀬
・
塩
川
地
域
の
史
跡
散
策
の

案
内
板
の
設
置
。

史
跡
散
策
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
の
開
発

長
瀬
地
区
自
治
会
連
合
会
・丸
子
史
料
研
究
会

下
和
子
地
域
の
道
路
・
河
川
の
環

境
整
備
、
遊
休
農
地
の
活
用
。

地
域
の
景
観
整
備
と

生
活
環
境
の
継
承

下
和
子
素
浪
人
の
会

荻
窪
ふ
る
さ
と
農
道
周
辺
の
整

備
、
桜
の
木
・
花
木
の
植
栽
。

ふ
る
さ
と
農
道

景
観
整
備

荻
窪
自
治
会
ふ
る
さ
と
農
道
桜
の
会

遊
歩
道
の
整
備
、
花
苗
植
栽
。
あ

ず
ま
屋
の
設
置
。

霊
泉
寺
温
泉

未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

霊
泉
寺
温
泉
の
活
性
化
を
考
え
る
会

西
内
小
学
校
と
地
域
の
活
動
発

表
、
展
示
会
の
開
催
ほ
か
。

地
域
が
育
て
る
西
内
っ
子

育
成
支
援
活
動

西
内
自
治
会
・
平
井
自
治
会

　わがまち魅力アップ応援事業がスタートして２年、丸子地域では18団体による事業が実施
され、地域の魅力を高める取組みとなっています。
　３月19日には実績報告会が開催され、各事業の取組みの発表、情報交換が行われました。
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　わがまち魅力アップ応援事業がスタートして２年、丸子地域では18団体による事業が実施
され、地域の魅力を高める取組みとなっています。
　３月19日には実績報告会が開催され、各事業の取組みの発表、情報交換が行われました。
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丸
子
地
域
協
議
会
は
、
丸
子
地
域
の
重
要
事
項
を
話
し
合
い
、
市
に
対
し
て

意
見
を
述
べ
た
り
、
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
調
査
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。
話
し
合
わ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

浅倉　寛義（腰　越）・生田　淳一（鹿教湯）・大森　益子（上長瀬）
木下　良子（下長瀬）・倉沢　史子（中丸子）・甲田　　孝（中丸子）
笹沢　　暁（海　戸）・滝沢　俊之（茂　沢）・滝沢　　浩（平　井）
武井　純雄（沢　田）・竹花　勝美（石　井）・土屋　猶子（海　戸）
成澤　啓輔（中丸子）・成澤みつ子（町　組）・本間　陽子（中丸子）
宮坂　静雄（町　組）・村松　正孝（権　現）・柳原　幸生（下和子）

一年間ありがとうございました。

［会　長］片桐　久（海　戸）・［副会長］笹井壽美枝（八日町）

【平成21年度活動された丸子地域協議会委員の皆さん】

●
第
11
回
（
２
月
26
日
）

・
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
・
現
地

調
査
（
７
か
所
）

・「
丸
子
地
域
の
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ

い
て
」
の
意
見
書
に
対
す
る
市
の
回
答
案

の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
説
明
。

・
製
造
業
の
振
興
を
狙
っ
た
先
進
地
と
の

人
・
モ
ノ
・
情
報
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
事
業

の
実
施
に
つ
い
て
協
議
。

・
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
・
平
成

22
年
度
応
募
状
況
、
選
考
協
議
に
つ
い
て

説
明
。

●
第
12
回
（
３
月
12
日
）

・
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
・
平
成

22
年
度
応
募
４
事
業
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
説
明
。

・ 

採
択
事
業
に
つ
い
て
選
考
協
議
。

●
第
13
回
（
３
月
19
日
）

・
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
・
平
成

21
年
度
18
事
業
実
績
報
告
。

　

各
団
体
に
よ
る
１
年
間
の
熱
心
な
活
動
の
報

告
と
、団
体
間
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

（
各
事
業
の
内
容
は
、
２
〜
３
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
し
た
）

平
成
21
年
度 

丸
子
地
域
協
議
会
報
告

協議会は
どなたでも傍聴できます。
お出かけください。
会議記録はホームページに公表しています。
上田市役所ホームページ
http://www.city .ueda.nagano. jp/
hp/index.html
問地域振興課（電話42-1011／有線24510）

　

丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
に
川
の
絵
、川
の

写
真
を
展
示
、大
勢
の
皆
さ
ん
が
鑑
賞
に
訪
れ

ま
し
た
。

　

市
民
会
議
で
は
、

応
募
者
の
う
ち
、当
日

出
席
し
た
小
学
生・中

学
生
ら
７
名
に
、成
澤

委
員
長
か
ら
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

川
に
関
す
る
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ナ
ノ
ケ
ン
シ
㈱
で
は
、
平
成
16
年
か
ら
６
年
に
渡
っ
て
、
抜
き
取

り
作
業
を
中
心
に
年
３
回
ア
レ
チ
ウ
リ
駆
除
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
地
道
な
活
動
及
び
収
集
し
た
デ
ー
タ
等
か
ら
、「
組
織
だ
っ
た
活

動
」、「
駆
除
方
法
の
検
討
」
な
ど
、
ア
レ
チ
ウ
リ
駆
除
に
つ
い
て
の
問

題
提
起
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
頃
か
ら
流
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
川

に
関
す
る
清
掃
や
整
備
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
実
施
な
ど
の
取
組
み
の
紹
介

や
、
課
題
に
つ
い
て
も
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

川
の
絵・川
の
写
真
展
に

　
　
　
　

49
点
の
作
品
を
展
示

　

「
水
辺
だ
よ
り
」
に
掲
載
致
し
ま
す
。
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

  

事
務
局
﹇
実
行
委
員
会
事
務
局…

丸
子
地
域
振
興
課
﹈

●前文
　丸子地域を流れる千曲川、依田川、内村川は近年の下水道整備や
市民意識の向上により清らかな流れを取り戻しつつあります。加え
て河川施設の整備や堤防を利用したウオーキング愛好者や川釣ファ
ンの増加もあり、これらの水系の水辺環境は、より身近なものとし
て人々をひきつけています。
　しかし、水質が改善される一方、関係者の果敢な取り組みにもか
かわらず堤防や河川敷のアレチウリをはじめ雑草木はいたるところ
で繁茂し、またその茂みには不法に投棄されたごみが覆い隠されて
いるのも現実であります。
　本日、ここに川について考えよう市民会議が開催されたことを契
機に、より良好な水辺環境を次代に引き継ぐため、これらの流域を
もつ丸子地域を挙げて取り組む課題として参加者の総意に基づき、
以下のとおりアピールを行います。
●アピール
1. 河川環境の保全と美化に全地域、全関係団体が連携して取り組
みます。

2. 行政で対処すべき課題や市民協働により対処できる課題を明確
にし、計画的に河川の保全・美化活動を進めます。

3. 水辺環境を欠くことのできないふるさとの景観として、また観
光資源として広く内外に向け情報を発信します。

●具体的施策
○行政に対しての要望として
1. 各地域、各団体の河川の取り組みについて市民が情報を共有す
るため、丸子地域自治センターだより等に仮称「水辺通信」欄
を設け情報を発信することを要望します。

2. アレチウリ撲滅に向け、流域での一斉駆除の取り組みを強化す
るよう要望します。

3. 依田川、内村川の合流点を、流域保全と美化の象徴的地域とし
て整備することを要望します。

○市民として
1. 美しい水辺環境を守り、市民の交流や健康活動に水辺環境を活
用しましょう。

2. アレチウリ駆除や河川清掃に積極的に参加しましょう。

﹇
シ
ナ
ノ
ケ
ン
シ
㈱
・
中
矢
浩
司
さ
ん
﹈

各
団
体
の
意
見
交
換

ア
レ
チ
ウ
リ
駆
除
に
関
す
る
事
例
発
表

川について考えよう市民会議２０１０年アピール

平成 22 年 2 月 18 日
川について考えよう市民会議

地域協議会委員による現地調査

わがまち魅力アップ応援事業・
平成22年度事業のプレゼンテーション

わがまち魅力アップ応援事業・
平成21年度事業実績報告会（丸子地域)
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２
月
18
日
、
川
に
関
す
る
各
種
団
体
、
自
治
会
長
ほ
か
70
人
が

参
加
し
、
依
田
川
・
内
村
川
・
千
曲
川
流
域
の
自
然
環
境
の
保
全

と
人
々
が
共
生
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
依
田
川
リ

バ
ー
フ
ロ
ン
ト
市
民
協
働
事
業
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
「
川
に
つ

い
て
考
え
よ
う
市
民
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
会
議
で
は
、
会
議
開
催
の
概
要
説
明
か
ら
始
ま
り
、
川
の

絵
・
川
の
写
真
応
募
者
へ
の
記
念
品
贈
呈
、
シ
ナ
ノ
ケ
ン
シ
株
式

会
社
に
よ
る
ア
レ
チ
ウ
リ
駆
除
の
事
例
発
表
、
川
に
関
す
る
団
体

の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
を
総
括
し
て
、
よ
り
良
好
な
水
辺
環
境
を
次
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
、
依
田
川
、
内
村
川
、
千
曲
川
流
域
を
持
つ
丸
子
地
域
を

挙
げ
て
取
組
む
課
題
と
し
て
、
成
澤
啓
輔
委
員
長
か
ら
ア
ピ
ー
ル

文
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
参
加
者
の
総
意
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

丸 子 公 民 館 だ よ り

　

今
年
24
回
目
を
迎
え
た
「
み
ん
な

の
人
権
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
全
体
と
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
経
験
に
基
づ
い

た
心
を
熱
く
す
る
講
演
が
好
評
で
、

「
も
っ
と
多
く
の
人
に
聞
い
て
欲
し

い
」
と
い
う
言
葉
を
多
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

参
加
者
も
当
初
見
込
み
を
大
幅
に

上
回
る
（
３
回
で
4
0
0
人
）
参
加

を
い
た
だ
き
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
人

権
意
識
の
高
さ
が
表
れ
た
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
企
業
の

組
合
員
の
皆
さ
ん
で
構
成
し
て
い
る

依
田
窪
勤
労
者
部
落
解
放
学
校
も
並

行
し
て
開
催
さ
れ
、
歌
を
交
え
た
反

戦
・
平
和
を
考
え
る
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
詩
歌
祭
は
、
短
歌
1
9
8
首
、
俳
句
3
5
0

句
、
川
柳
2
4
6
句
、
現
代
詩
24
篇
、
総
数
8
1
8
作

品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

入
選
作
品
の
展
示
に

は
、
普
段
か
ら
詩
歌
の

勉
強
を
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ん
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
人
に
ご
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
に
は
、
表

彰
式
及
び
作
品
研
究
会

を
行
い
、
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
、
た
い
へ
ん

熱
心
に
勉
強
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

丸
子
詩
歌
祭
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
中
央
公
民
館
主

催
の
「
短
詩
型
文
学
祭
」
に
統
合
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
が
、
今
ま
で
以
上
に
皆
様
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

素
晴
ら
し
い

　

  
お
話
に
感
動

「第47回 丸子詩歌祭」開催

み
ん
な
の
人
権
セ
ミ
ナ
ー

依
田
窪
勤
労
者
部
落
解
放
学
校

老いても社会と関わる事の大切さ／1月27日

人権侵害をさせない国づくりを／3月10日 共に支えあう事の大切さ／2月18日 戦争の悲惨さと平和の大切さ／2月4日
（解放学校）

丸子公民館が移転します
　丸子文化会館内にある丸子公民館が下記場所に移転します。
　
● 移転日 ４月５日（月曜日）から通常業務開始します。
● 移転先 上丸子1592-2（旧丸子文化センター）
 電話42-3147／有線24722／FAX42-0303
 （住所とファックス番号が変更となります）
移転後の施設使用申込みは、5月6日（木曜日）から
受付を開始します。詳しくは、丸子公民館までお願いします。

　平成19年11月に丸子地域協議会から、地域特性を活かし川に焦点をあて依田川・
内村川・千曲川流域全体の水辺や里山など地域全体の自然環境と人々が共生できる
地域づくりを目指す「依田川リバーフロント市民協働事業」が提案されました。平
成21年度に実行委員会を組織し、第一次上田市総合計画の地域まちづくり方針の
「自然環境の保全と人々が共生できる地域づくり」に取り組んでいます。

「
川
に
つ
い
て
考
え
よ
う
市
民
会
議
」開
催

依田川リバーフロント
市民協働事業とは……

依田川リバーフロント市民協働事業
実行委員会委員長  成澤啓輔さん

水辺だより

丸子中学校丸子総合
体育館
●

丸子公園●

丸子ふれあい
ステーション

●
消防署●

　丸子地域
●自治センター

丸子解放
センター●

●丸子文化会館

内
村
橋

丸
子
橋

丸子公民館
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丸子修学館高等学校が「さくら功労者」を受賞
　丸子修学館高等学校が長年行ってきた義仲桜の苗木の育成、植栽の取組みに功績があっ
たとして、㈶日本さくらの会から3月24日に平成22年度「さくら功労者」として表彰され
ました。（写真：木曽町日義地区に植栽した義仲桜と生徒達）

丸子の
原風景

腰越諏訪神社御柱祭御練り
御柱祭にあわせて、御柱の里曳きの後をお練りの行例が続きま
す。上田市指定文化財になっています。

みんな発展途上展
　丸子公民館カルチャー教室の作品を展示・発表する
「みんな発展途上展」（3/12～14）が開かれました。3月
13日の「お手玉遊び教室」の発表と体験では、お手玉を
使い曲に合わせて踊ったり、お手玉遊びを楽しみました。

御柱祭情報

げんき丸子

地域づくり

丸子地域自治センター  地域振興課
〒386-0492  上田市上丸子 1612　電話 42-1011　有線 24510　FAX43-3666
E-mail▶mtiiki@city.ueda.nagano.jp

★丸子公園～依田川桜堤防（上丸子）
　4月中旬から下旬

★岩谷堂の桜ライトアップ（御嶽堂）
　4月中旬から下旬

★独鈷山千本桜・桜祭り（平井）
　4月中旬

 1日 天下山マレットゴルフ場オープン
 5日 上田城千本桜まつり（～4/25）
 10日 上田城 城灯りの景
 15日 第1回丸子地域協議会
 17日 上田真田まつり（上田市街地）
 18日 安良居神社春祭（上丸子）
      18日～ 依田川こいのぼり
      18日まで 信州国際音楽村すいせん祭り2010
 20日 音楽村ハーモニー文化祭展示（～4/24）
 24日 音楽村ハーモニー文化祭2010コンサート
 25日 鹿教湯文殊堂春祭り（鹿教湯温泉）
 25日 美ヶ原高原開山祭
 29日 鳥羽堂観音春祭り（腰越向井）
 5日 うえだこどもまつり（上田城跡公園）
 13日 丸子女性団体連絡協議会講演会
  ※誰でも参加可(丸子地域自治センター)
 15日 矢野顕子出前コンサート2010 in 上田
  (セレスホール)

 5日 信州ルネッサンス2010（信州国際音楽村）
 中旬 狐塚ほたる祭り（～7月上旬）
 下旬 信州国際音楽村ラベンター祭り(～7月中旬)

丸子地域行事イベント予定（4月～6月）

地域の話題・お知らせコーナー

地域づくりに関する
提案をお寄せください。

地域の素晴らしい風景（残したい風景）
や話題の写真をお寄せください。

第3回上田市花と緑のまちづくりコンクール 団体50㎡以上の部[奨励賞] 丸子山野草クラブ(腰越)

 2月 4日 依田窪勤労者部落解放学校第１講座
  17日 丸子女性団体連絡協議会学習会
  18日 川について考えよう市民会議
  18日 みんなの人権セミナー第2講座
  26日 第11回丸子地域協議会
  26日 上田市連合婦人会出前講座「上田市の財政状況」
  26日まで 「川の絵・川の写真展」
  27日 シリーズ文化講演会：講談師・神田紅さん
 3月 4日 講演会｢子どもの急な病気けが困ったときの対処法｣
  10日 みんなの人権セミナー第3講座
  12日 わがまち魅力アップ応援事業・平成22年度事業プレゼンテーション選考
   第12回丸子地域協議会
  12日 みんな発展途上展（～14日）
  13日 丸子農産物直売加工センターあさつゆ改装オープン
  19日 わがまち魅力アップ応援事業・平成21年度実績報告会
   第13回丸子地域協議会
  20日 平成22年度丸子体育協会総会
  21日 丸子太鼓保存会発足40周年記念式典

丸
子
地
域
・
で
き
ご
と
短
信
（
2
月
〜
3
月
）

  4月 4日㈰　深山諏訪神社御柱祭　 　（丸子：腰越深山組地区）
　　11日㈰　岡森諏訪神社御柱大祭　 （丸子：腰越向井組地区）
　　11日㈰　子壇嶺神社御柱大祭　　 （武石：小沢根・余里・藪合地区）
　　11日㈰　堀川神社御柱大祭　　　 （上田：上堀・下堀地区）
　　17日㈯　生島足島神社御柱本祭（～19日） （上田：下之郷地区）
　　18日㈰　堤村諏訪大明神御柱祭　 （真田：傍陽中組堤地区）
　　25日㈰　一本木諏訪神社御柱大祭 （丸子：腰越町組地区）
　　29日㈭　大谷諏訪神社御柱本祭　 （上田：別所温泉地区）

７年に一度の
御柱大祭をぜひ
ご覧ください。

丸子地域
の名所桜

「あさつゆ」が改装オープン
　丸子農産物直売加工センター
「あさつゆ」が改装工事を終え、
売場面積が1.5倍の約300㎡とな
り、装いも新たに3月13日にオー
プンしました。

4月

5月

6月

丸
子
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